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●次回につながる準優勝

全国防具付空手道選手権大会（９月１８日、東京都足
立区で開催）の組手（個人戦）小学２年生女子の部で
準優勝した永池理良さん（東部小学校２年）が１１月７
日、町長に大会での活躍を報告しました。　
試合では得意の突きを使いながら、蹴りでポイント
を稼ぐ作戦で順当に決勝進出を決めた永池さん。しか
し、決勝では調子の良い相手に押され、惜しくも敗れ
てしまいました。町長から「準優勝でもすごい。来年
は優勝を目指して頑張って」と激励されると、「今回
の準優勝はすごく悔しかったです。来年こそ優勝しま
す」と力強く語りました。

〈準優勝した永池さん（右）〉

●地道な活動に愛知県知事表彰

離乳食講習会や生活習慣病教室、ちびシェフクラブ
などで、食を通じた健康づくりの支援を広く行う町食
生活改善推進員連絡協議会が、栄養関係功労者地区組
織として「愛知県知事表彰」を受けました。平成１０年
の会発足以来、継続した活動が認められての表彰です。
会長の小出真寿美さん（椋岡）と前会長の森悦子さ

ん（宮津団地）が１１月１１日、町長に受賞報告をしまし
た。小出会長は「今回の表彰は活動の励みになりま
す。今後も仲間を増やしながら、地道に長く活動を続
けていきたいです」と受賞の喜びなどを語りました。

〈活動内容を話す小出さん（中）と森さん（左）〉

●あつあつの焼きいもをパクリ

ほくぶ幼稚園で１１月８日、全園児約１５０人が参加し
た「焼きいも会」がありました。PTAやサポートの
保護者が、サツマイモを焼くため、木や落ち葉などを
燃やして準備する間、園児たちは前日に洗ったサツマ
イモにぬれたキッチンペーパーとアルミホイルを巻き
ました。
炭が出来上がると、その中に「おいしいおいもにな～
れ」と言いながら、サツマイモを投げ入れる園児た
ち。その後、出来たてほかほかの焼きいもを、先生や
保護者から受け取ると、「甘くておいしい」「寒さが吹
き飛ぶ」などと言いながら、おいしそうに食べていま
した。

〈おいしそうに焼きいもを食べる園児たち〉

●健康について考えるきっかけに

オアシスセンターで１１月６日、健康まつりが開催さ
れ、約６００人が訪れました。血管や体脂肪、骨密度の
チェック、歯科健診といった体の内外を検査できる８
つのコーナーとアンチエイジングについての展示、
「ロコモティブシンドローム」に関する講演会などが
行われ、来場者は体の健康状態や健康維持の方法を知
りました。小学生以下の子どもにはフッ素塗布も行わ
れました。講演会に参加した女性は「話だけでなく、
運動もできて良かった。習ったことを早速生活で試し
たい」と話しました。

〈講演会での実技の様子〉


